
学卒者の余暇意識と余暇行動に関する調査研究(第二報)

ーとく K大企業K勤務するエリート社員争中心K ー

本研究は，今Bの産業社会の中で重要な位置を

占めると同時κ，社会Kおける余暇の最も積標的

な担い手である大学卒業者の若い社会人を対象~，

彼らの余暇生活の内容を調べたものである。そし

て余暇活動の内容が，年令，結婚，居住形態，職

種，生活時間，経済条件，仕事および生活への満

足度とどのような関係を有するものかを分析する

ことを目的としている。

前号の第一報Kおいて，調査の目的，方法，分

析内容および対象の特性Kついて述べ，結果の分

析と考察のうち1.余限活動の内容 2.余暇活動

実施の一般的傾向 3.対象の基本特性と余暇活動

実施率についてふれた。

V. 結果の分析と考察

4. 対象の諸特性と余暇活動との関係性

余暇活動の実施率を基本的特性，生活時間，経

済的条件，生活と余暇K関する意識，大学での体

育・運動経験のそれぞれの基本的観点を構成する
位)

項目どとκ，有意差検定をおこなった結果を第 4

表K示す。これによれば，最も多くの活動種目と

関連を有しているのは，基本的特性の結婚という

条件であり 11の活動と関係している。また，

どの活動とも関係をもたない項目は，生活時閣の

中の，勤務時間・睡眠時間，生活の余暇K関する

意識の中の 5段階評定尺度の 1つである「上司と

の関係」 κ対する満足度である。

以下の各節では，この表をもと Kして各基本的
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観点どとに考察をおこな n ていく。

10 基本特性と余暇活動

第 5表は基本的特性と各余暇活動の実施率との

関連を示すものである。この表は，年令K関して

は 26-30才の年令階層の側から，結婚K関し

ては，既婚者の側からみたものである。したが?

て，例印はそれぞれ 26-30才，既婚者の方が

22-25才，未婚者よりも実施率が高いことを示

しており.一方科印はその逆の関係を示している。

また，居住形態では，⑮は自宅，⑬は寮・寄宿舎，

③は下宿・アパート Kそれぞれ居住する者の活動

実施率が他と比較して高い値を示すことを意味し，

職種では@が事務職，⑦が技術職，③が販売・セ

ールス関係の職種であり，同様Kこれらの職種K

就いている者の実施率が相対的K高いことを示し

ている。

年令階層別Kみると 26才以上は「ゴルフj

と「日曜大工・工作Jr碁・将棋」の実施率Kお
いて 2 5才以下より高く念っている。

「ゴルフJを除く，これら「日曜大工・工作」

「碁・将棋」の活動は室内でなされるものである。

そして rポーリングJr映画JrパチンコJ
「喫茶庖J~おいて低い値を 2 5才以下K対し

て示しているが，これらはすべて，商業施設を利

用してなされる活動であり，その活動内容の性格

いかんは別として 2 6才以上では，日常的な活

(注)内的満足度の合計，外的満足度の合計，満足度合計

Kついては，とれらとそれぞれの活動回数との相関係数を算

出して，有意なものを記入した。
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第 4表 各項目と活

~よ
スポーツ的活動 趣味・教養的活動

スポーツ 読書 絵業議演画奏
日曜大工 奮いどと 映画をする 場教リング ドライブ ゴルフ 工作

年 令 ※※ ※※ ※※ ※※ 

基
結 婚 ※※ ※酒量 ※当医 ※※ ※※ 

本

特性 居 住 形 態 当医 ※費量 ※※ ※※ 費量調長 ※※ ※調長

職 種 ※※ ※※ ※※ 

動 務 時 間

生
残 業

活

時 睡 眠

問 土 曙 日 の 動 務 ※費量

休 日 の す ど し方 費量※ 楽器提 ※費量 ※費量 ※弾長

経 収 入 調長 ※※ ※※ ※※ ※※ 

済的
個 人 支 出 ※ 書長※ 調長※ ※※ 

条
件 L〆 ジ キ 一 費 ※費量 ※※ ※※ 

余 暇 観 ※首長 ※※ 調帳

収 入 と ひ ま

会社の将来性 調長 費量

内 自己の将来性 ※※ ※※ 

生
生 上司との関係

活 活
同僚との関係 費量 現経費長

と 満

余
足

度
的 余暇生活全般 ※ ※ ※ ※※ 

暇 5 生 活 全 般 費量 ※ 
段f'C 

関
階 給 料 ※ 

評
ナ 定

外 仕事 の 内
組廿角， ※ 

る 指 動 務 時 問

意
数

職 場 の 環 境 ※ ※※ ※ 
識

(注) 的 職場のレク1)ェーンョン施設 ※ ※※ 

食堂・社宅など ※※ 

内 的 満 足 度 計 ※※ ※猟ー)

外 的 満 足 度 計 費量調厳 ※※ 渇H→
満 足 度 全 計 費量※ ※縦一)

学で大経動連

正課体育の出席

正課体育での運動種目数

の草書
ク 7 プ 参 力日 ※費量 ※ 

(注)1. 内的満足度，外的満足度bよぴ満足度全計と余暇活動種目との関係は実数での相関係数Kよる。

2. 満足度の個々の項目は，指数1i;-よぴ2と.4卦よび5との聞の有意差検定である。
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動との関連表

鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

音業当量 演劇 競輪 碁
喫菊吉 飲酒知人・友 買物 (時間孔I二

関係種目数
スポーツ

マ0 .31(ン パチンコ
美術展 観戦 寄席 競馬 将棋 (71-"00)人の訪問

※※ ※※ ※※ 8 

※ ※ ※※ ※※ ※ ※ 1 1 

※※ ※ ※※ 10 

※※ 4 

。
。
。

※※ ※ ※※ ※※ 5 

※※ ※※ ※※ 8 

※※ ※※ ※ ※ 9 

※ ※※ ※※ 7 

習後 ※ ※ ※ ※ 8 

※ ※ 5 

※ 費量 2 

2 

2 

。
※※ 3 

※費量 5 

※ 3 

※ 2 

※ 2 

諸経※ ※ 2 

※※ 4 

※※ 3 

※※ 調長 ※※ 4 

2 

※←} ※←) 週高斗 6 

瀬一} 3 

。
※※ ※ 2 

※ ※ ※ 5 
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動性Kおいて劣っているといえよう。

そして 25才以下は，大学を卒業し，中堅幹

部に至るまでの過渡的な存在であり，そうした不

安定な時期である故[t(，その最も拙劣な表現とし

て「パチンコJ(2 5・才以下は例の関係を有する〉

のような没我的で，孤独な，時として少々の利益

をもたらすグ ムが高率を示すのではないだろう

治、。

この年令階層と諸活動との関連パターンは結婚

のそれと非常K類似したものとなっているが.先

[t(対象の特性の項で述べた如く f前号第 1図)， 

2 5才以下κ占める未婚者の比率が 90 '/J以上で

あることが，その理由と考えられる。

年令階層の項で関連のある活動は，結婚[t(おい

ても同じであるが，それらK加えて， rスポーツ

をするJr音楽会・美術展Jr訪問Jの実施率K
おいて，いずれも未婚者より低くなヲている。そ

して「買物J[t(おいてのみ未婚者より高い比率を

示している。 ※ 

総理府の調査でも，既婚者は家庭サーピス f買

物・日曜大工・家事など)的余暇活動が多くなり，

家庭指向のものであることを示している。結局，

結婚という生活の変化の結果，余暇活動Kおける

活発きや，広がり，つまり活動意欲の減少の現わ

れであるということができる。

※総理府青少年局「職場K歩けるレクリエ}γ 宮 Yの実

態K関する調査」 昭42.7 P.88 

この現象の原因Kは，伝統や習慣の中にある余

暇活動の展開を制止するような社会的因子，予算

施設などの経済的因子，時間ts:.どの生活構造の因

子が考えられるが，中でも根本となる社会的原因

を除去する教育的努力がなされなければならない

であろう。

居住形態Kついては，第 2図K示す通り，寮・

下宿居住者は未婚者，下宿・ 7パート居住者が既

婚者で，それぞれ 60 '/Jを占めており，諸活動と

の関連パターンもそれK影響されて類似的なもの

となヲており，それが居住形態独自の影響Kよる

結果とはいいがたい。この場合は，他に資料がな

い限り，これを居住形態独自の及ぼす活動パター

ンであるということは危険であり，これ以上の検

討はさし控えておこう。

職種K関しては，これも積極的な内容の活動に

おいて関連はみられなかヲたが， I日曜大工・工

作JI'C技術職が他より高い実施率を示し， Iゴル

フJI飲酒」を通じて，販売・セールス関係が高

い実施率を示しているのは，逃避的傾向(仕事の

内容から)か，或いは交際的性格のものか，の両

方が考えられる。

(2) 生活時間特性と余暇活動

生活時間K関して，その代表的なものである勤

務時間・ 4残業時間・暖眠時間Kついての，各活動

の実施率への関連性を見たが，それらの多少Kか

かわらず，実施率K有意な差は認められなか?た

f第 6表)。

第 5表 基本的特性と余眼活動との関連性

スポーツ自切霞動 趣朱・教劃句活動 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

3ミ *' ドゴ 読 絵 日 習 映 音 Jえ 演
可否F J、- 競 碁 喫 外 知 買 て?

ポ ? 画 曜 楽 ポ で 人 ス
7 大 い 会 勝l l チ 輪

人友
コ

ツ }¥〆 楽 工 ツ ‘ン 茶 の 、、、

を ユノ イ 器 . ど
美術 寄 ..1 ;/ 競 将 飲 の 接す 演 工 観 訪

る グ ブP フ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 Y コ 馬 棋 庖 酒 問 物 触

道議鑑22←} (+) (+) (→ (ー} (+) ←1 
H (斗 (+) (+) (斗 (ー) (→ (+) (斗 (ー} (+) 

⑮ ③@  ⑪ 任踊 @ I<D<E @ ⑨ 100 (AJ 

職 種 |側 ⑦ ⑦ ③ 

居住形態:⑪自宅 ⑮寮・寄宿舎⑧下宿・アパート
職 種:<:9事務関係⑨技術関係③販売・セールス

-32-



このことから考えられることは，日本人Kとヲ

て余暇が労働時間減少の結果の相対としてはっき

りと析出されるところKまで達したKもかかわら

ず，その時間的拡大が，内容的充実を伴予ていな

い.ということである。量的な余暇は一応，われ

われの前に提示されるκ至うたが，その質的な転

換がなされてはいない。つまり余暇の増大をはヲ

きり認識せず，その余暇を少しでも新しい自己の

活動へとふり向ける態勢が全くできてい沿いこと

を示しているといヲてもよいだろう。

次K土曜日の勤務状態であるが，国民生活審議

会の報告によれば，昭和 50年どろK隔週 2日制l

が実現し，昭和 60年Kは完全週休 2日制が実現

するとしている。との土曜日の休日化は今後の余

暇時間量が大幅に伸びる可能性を示す有力な要因

である。したがって， との土穣日という新しい余

暇の形態の過どし方は非常K重要と念って〈る。

そこで，土曜日の勤務状態が，現在Kおいて(¥l

休日とな予ている者 f隔週休日を含む). (2)半日

勤務の者.(3)平日通りの者の三者の聞の余暇活動

の違いをみた f第 4表中段)。

休日{踊週休日)の者と半日勤務・平日通りの

者との聞でみると.休日の者11.. rスポーツj活
動において件を示しており，逆K喫茶庖において

制を示している。つまり，余暇を多くもっている

と考えられる者が，より少ない余暇しかもってい

ない者K対して. rスポーツJ活動を実施する比

率が低いのであり，また「喫茶庖Jへいく比率が

高くなっている。

同じく，土曜日が休日の者と，土曜日が平日通

りの者との聞では[""スポ ツJVCは有意差は認

められなかったが. [""ドライブJ[""スポーツ観戦J

という活動の実施率Kおいて劣っている。

これらは生活時間の勤務時間などで，その多少

が余暇活動Kつながっていないことと同じ結果を

示すものである。

こうしたことが，今後ますます余暇の増大する

傾向の中Kあって，そのまま放置されておれば，

余暇を苦痛と感じ，本来的な意義はなくなるであ

ろう。それゆえ，職場Kおける休日管理の充実，

余暇教育の充実K解決を見出されるべきであろう。

つぎに，余暇が主要な生活時間である休日 VCお

いて，屋内でそれを過どすか，屋外で過どすかの

男iJVC.余暇活動の実施率比較を行な?たが{第 4

表下段).これKよると，屋外で休日を過してい

る者は 6の活動で屋内において休日を過している

者より実施率が高かった。

それらは[""ポウリングJ[""ドライブJ[""読書」

「映画J[""音楽会・美術展J[""知人・友人の訪問J

であるが，これらは，レクリエージョンとして，

考えることのできる活動である。

先に結婚の項で触れたが，活動範囲を広げるこ

とが余暇生活の活発化K役立つ，ということが，

この結果κよって知ることができる。

第 6表 生活時間と余暇活動との関連性

スポーッ自ザ霞動 趣来・教艶ザ在勤 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余需要活動

スポ ド ゴ 読 絵 日 習 挟 楽音
A 演 司有F J、- 競 碁 喫 外 人知 買

可司F

ポ ウ
画 曜 ポ で A 

7 大 い 会 跡j テ 輪

人菌友
コ

ノレ 楽 工 ツ ‘ン 茶 の 、、、

I I ;/ イ 器 ど 美 寄 .. ン 競 将 飲
演 工 術 観 接

ツグ プ プ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 与ノ コ 馬 棋 底 酒 物 触

勤務時間(8時間以I:I'Cヨρて)

残 業(5時間以上について)

睡 眠(8時間以上Kヨρて)

±耀自の毅甑~1担の裁判明君F民邑) {→ (+) 

11 (・隼日対平日邑り) H |←j 

併酌すどし方("q 対 (+) (+) い1 (+) (+) (+) 
通r.;，

(注〕 左の生活時間項目の工印のついたものは.(+)のとき実施率が局い。
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(3) 経済的条件と余暇活動

第 7表に経済的条件と余暇活動との関連Kつい

て示す。

収入Kついてみると，収入の多い方が Iドラ

イブJIボウリングJI映画JIパチンコJI友

人知人の訪問Jという 6活動の実施率Kおいて，

収入の少ない者K劣っている。そして Iゴルフj

「日曜大工・工作JI碁・将棋JI買物Jt'Cおい

ては高くなっている。

しかし，支出の多い者，またレジャー費の多い

者Kついてみていくと，収入の高い者が示してい

る各活動.の関係と全く逆の形になっている。この

ことは，収入の多い者は，年令層が高く，既婚者

であり，それ故t'C.基本的項目との関連の中でみ

た通りの結果を収入の多い者は示すわけである。

つまり，この経済的条件の有利な者，未婚者で

年令層の下位K属する者が，活動範囲の広い，活

発な活動を行なっている，といえる。そして，収

入が多くても，個人支出や，それκ占めるレジャ

ー費の額が小さい既婚者・高年令層は，経済的条

件K左右されて活発な活動をしていない，といえ

る。

こうした，経済的条件の影響を小さくするKは，

低料金の公共施設の設置κその解決の途を見出す

べきであろう。また，このよう K経済的条件K大

きく余暇活動が影響されるという現象は，自然的

環境の少なくなっている大都市Kおいては，今後，

ますます進行していくであろう。

(4) 生活と余暇に関する意識と余暇活動

鯵 8表 K生活と余暇K関する意識と余暇活動と

の関速について示す。

余暇観Kついてみると，余暇を「楽しみ・新し

い結験のためJt'C過どしている，とする者と，余

暇を「仕事の疲労回復のためJIただ漫然と」過

どしている者との間では. I経験・楽しみ」とす

る者の方が IボウリングJI音楽会JI買物J

の実施率Kおいて，高くな?ており，逆t'C. Iド

ライプJIマージャンJt'Cおいて，実施率は低く

なっている。「楽しみ・経験Jと「漫然と」との

聞では I楽しみ・経験Jとして余暇を過どして

いる者の方が. I読書Jの実施率が高く，逆κ

「マージャン」の実施率が低くたっている。しか

し. I楽しみ・経験Jと「疲労回復」のためとす

る者の聞では. IボウリングJI音楽会・美術展J

「買物Jt'Cおいて. I楽しみ・経験Jとする者の

実施率が高くなっているだけで IマージャンJ

Kは関連がない。

このことは，漫然と余暇を過どしている者が，

「マージャンJをそれだけ多くしていること Kな

る。「マージャン」という，射倖的活動の実施は，

決して余暇それ自体を積極的K意義づけようとさ

せる Kは至らない。

また. I疲労回復JのためK余暇を過どすもの

は，娯楽的活動群K属する活動もしないが，積穣

的な活動の実施も低調であることがわかる。

つぎに，余暇指向と収入指向との関係を見てい

第 7表 経済的条件と余暇活動との関連性

スポーツ的活動 趣味・教養的活動 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

A ポ ド ゴ 読 絵 日 習 映 楽音
A 演 て， ノ、. 競 碁 喫 外 友 貫 『ミF

ホ. 画 曜 ポ 人 A 

ウ フ 大 い 会 車j テ 輪
で コ

ツ λ〆 楽 工 ツ ジ . 茶 の 知 、、、

を 〉〆 イ 器 ど 美
観
寄 ... ン 競 将 飲

人
接

す 演 工 術 訪
る グ プ フ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 ン' コ 馬 棋 底 酒 間 物 触

収 入(袋五史学 (ー) (ー} (+) (+) (→ (斗 (+) (ー} (+) 

支 出(主防賜 (+) (-l (-l (+) (+) (斗 (+) 

ν'9平一費(0.5万円以
上に三いて

(+) (-l (+) (+) (斗 (+) (+) (-l 
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く。余暇を収入ょ b希望する余暇指向型は，そ

の逆の収入指向型よりも， r音楽会・美術展J(tC 
高い実施率を示し， r競輪・競馬!においては低

い実施率を示している。この活動傾向の差異は，

そのまま余暇κ対する評価の違いとなっている。

生活満足度指数の内的項目で rスポーツ」の

実施率K関係しているのは「余暇生活全般J(tC対

する評価である。ここで， r同僚との関係J(tC. 

非常Kよく満足している者が，そうでないものよ

りも， [""マージャン」の実施率が高くなっている

ことに注意しなければならない。対人関係の良さ

が，こうした活動K結びついていることは，それ

だけ，活発な余暇活動を主体とする，集団の発生

が非常に少ないということを示している。

この内的項目に満足度の高い者は，スポーツ的

活動，趣味・教養的活動，鑑賞活動のそれぞれ(tC，

ほとんど帥の関係を示している。

つぎ(tC，外的項目についてみると，まず，給料

という経済的条件に満足度の高い者は，低いもの

に対して， [""パチンヨ」の実施率が低くなってい

る。このことは，先の「収入指向J型の者に「競

輪・競馬」をする者の比率が高か?たことと，同

じ傾向である。つまり，給料K対する満足腐の低

いもの，および，余暇よりも収入を指向するもの

が，こうして「競輪・競馬J[""パチンコJ(tCそれ

ぞれ活動の場を求めることは，経済的条件の不利

な者が活発な余暇活動へと向かうことの可能性の

小さいことを示すものである。

勤務時間に対する満足度の差が[""碁・将棋J

「喫茶庖Jについてのみ関連をもっというこは，

生活時間の項で述べたと同様(tC，それが余暇活動

の内容的充実と関連がうすいことを示している。

これら，内的満足度の合計と外的満足度の合計，

およびそれらの合計と，余暇活動との関連を見て

L、こう。

「スポーツ」との関連で，外的満足庶合計が，

Eの相関を有しており，内的満足度の合計にそれ

がないのは rスポーツj の実施が環境的な，ま

た施設的な側面と大きな相関をもうているという

ことである。これらの指数の合計は，年令との相

関を持つので(内的=0.12，外的=0.12，全体=

0.11， N = 471 ) rゴルフJ(tC正の相関， r映画J

K負の相関をも?ている。

しかし，娯楽的活動，その他の余暇活動群K属

するものと，負の相関をも?ていることは，注目

すべきである。

ここで，この節をまとめると，余暇活動の経験

の必要性が，重要な課関となってくることである。

余暇観の r疲労回復Jr漫然とJという意識

で余暇を過どしている者K対し，また，余暇より

も収入を希望する者，給料K不満をもうている者

κ対して，充分な余暇教育Kより，経験を与え，

新しい別の活動形態を生み出す契機を与えていく

ことが重要である。

5. 余暇活動成立の要因

(ll スポーツ的活動

スポーツ的活動の中で[""スポーツをするJK 

ついてみると，未婚者，低収入という共通的な要

因および生活と余暇K関する意識の中で「余暇活

動全般Jr外的(環境的)条件Jへの満足度が高
いこと，がその実施率K大きな影響を与えている。

土曜日の勤務Kおいて， r半日勤務J[""平日通

り」の者の方が r休日J[""隔週休日」の者より

「スポーツJの実施率が高くなっているが，これ

は「スポーツ」をする要因をなしているというよ

り，むしろ，わが国の社会人Kおいて余暇を積極

的K利用していく態度K欠けていることを示すも

のである。

「ボウリングJは，低年令層，未婚費低収入，

高支出(レジャー費を含めて)の者K多くなされ

るものだが，一方「ゴルフJは逆κ.高年令層，
既婚，高収入，低支出の者K多くなされ，両者は

対称的である。しかし， rゴルフJ(tCは生活と余

暇K関する意識Kおいて，全般的κ高い値を示す

者が多い。つまり「将来性(自己および会社)J 

「同僚との関係J[""生活全般J[""給料Jr職場の
環境J[""外的条件J[""内的条件Jr全体的条件J
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第 8表 生活と余暇に関する意識と余暇活動との関連表

スポーツ榔動趣味・教議開動 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

ス >l< ト' ゴ 読 絵 日 習 映 音 ス 演 てず J、-競 碁 喫 外 知 質 て才

ポ 画 曜 楽 ポ
廓j 輪 で

人 ス
ウ . 
ラ . 大 L 、 会 チ . 

友 コ
ツ A〆

楽 工 ツ ジ 茶 。ヲ 人 、、、

を イ 器
. ど 美

観 寄
ン
競
将
飲
(f) 
接L〆 ヤ

す 演 工 術 訪

る グ フ. フ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 ン ヨ 馬 棋 庖 酒 問 物 触

余
-楽しみ・鰍ー{護喫空 仔)(斗 制 (斗 (+) 

暇 -楽しみ・経験 漫然と ft-) (斗

観
-楽しみ・経験ー疲労回復 件) 帥 のう

-余暇指向一収入指向 同 (斗

会社の将来性 ω 件)

自己の将来性 (-!i 仔)
内

生 上司との関係

活

満
同僚との関係 仔)帥 (吋

足 的 余暇生活全般 例 制 帥 特) (+.) 

度

5 
生 活 全 般 制 L対 仔)

段 給 料 件) H 
階

評 外
仕事の内容 (刊 件

定 動 務 時 間 ft-) (→ 
尺

度
職場の 環境 付 (吋 (斗

的
職場:1)UIIJ=-ンョ〉佑設 8-う (斗 付

食堂・社宅・その他 (→ 件 H (→ 

内的満足度指数計 肘 件

外的満足度指数計 十+争 件) (→ 付 (斗

全満足度指数討 仔) (斗 判

f注〉 左の項目の・印K属する者は仔)のとき、実施率が高い。満足度Kついては高いもの Kついて

仔)のとき、実施率が高い。
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のそれぞれに高い満足度を示しており，全体的に

保守的(安定的)な傾向を示す傾向の者に. [""ゴ

ルフjはよくなされている。

「ポウリングJ[""ゴルフ」はそれぞれ年令的な

要因が働いているといえよう。

「ドライブ」はとく K勤務時間などと関連を有

すると思われるが，これも「スポーツをするJと

同じく，土曜日の勤務が「平日通り」とする者の

方が「体日」とするものより多くな?ている。

(2) 趣味・教養的活動

後K述べるように「マスコミ接触Jの実施率は

非常K高いが，各特性との聞の関連はーっとして

みられない。これκ対して「読書」はこれも実施

率が非常K高いが，多くの特性と関連性を有して

L 、る。

とく κ生活と余暇K関する意識の項とのつなが

りが多くな予ている。「自己の将来性J[""同僚と

の関係J[""生活全般J[""仕事の内容J[""職場レク

リエー γョン施設J[""内的条件(合計)J [""外的

条件 f合計 )J [""全体的条件」のそれぞれK高い

満足度を示す者の方が実施率が高くなヲているの

であるが，年令・結婚との間κは関係はみられな

い。「読書」は全体的K生活K満足を示す者K特

徴的な活動であるといえよう。

また「絵画・楽器の演奏」の実施率の高いもの

は「余暇生活全般」に高い満足度を示しており，

その因果関係は別として，絵画・楽器演奏のもつ

余暇活動的内容をよく示している。

「日曜大工・工作」は. [""ゴルフJ.後K述べ

る「碁・将棋」とよく似かよっており，高年令層，

既婚，高収入，低支出の者K多くな予ている。

「習いどと一|は実施率そのものが非常K小さく，

また個人的必要に迫られて何かを「習う」という

ことが多いためであろうか各特性との問κ関連は

認められない。

(3) 鑑賞活動

「映画」は低年令層，未婚，低収入，高支出の

者κ多く，また多くの生活と余暇K関する意識の

項で低い満足度を示す者K多い活動である。とく

に「外的条件(合計)J r内的条件(合計)J 
「全体的条件」の 3項目 κ不満を示す層の多いの

は rゴルフj と対称的である。

「音楽会・美術展」では，未婚の者が多くな?

ている。そして余暇を「楽しみ」としてすどして

おり，収入よりも余暇を指向し r生活全般Jv'c 

高い満足度を示す層に多い。余暇を楽しむ態庶で

すどしている層といえよう。

また「スポーツ観戦Jは，生活と余暇K関する

意識の「生活全般Jv'c高い満足度を示す者，に多

くな内ている。

「演劇・寄席Jv'cついては，どの特性とも関連

を認められなかった。

(4) 娯楽的活動

娯楽的活動の中の「マ ジャンJrパチンコJ

「競輪・競馬Jは，余暇活動，とくにレクリエー

ションとして望ましい部類に入るものではない。

これらは他の余暇活動Kと?て代られるべき性格

のものである。ゆえ Kこれらの活動について，そ

れらを実施する対象K特徴的な特性は，マイナス

の意味をもつものとして扱わなければならない。

「マージャンJと「パチンコJをよく実施する

対象Kついてみていくと. r生活と余暇K関する

意識Jで共通して不満を示している。つまり「マ

ージャン」では r外的条件(合計)J • [""パチ

ンコ」では「給料Jrレクリエ ジョン施設j
「食堂・社宅Jなど，外的条件の個々の項目 K不

満を示している。こうした自己をとりまく環境的

条件に対する不満が「マージャンJrパチンコ」

の実施率を高めているのであれば，外的な条件で

あるだけKそれK対する対策も比較的具体化して

考えていくことができる。

また「マージャン」では，余暇を「疲労回復の

ためJrまんぜんと」すどしている者のA方が実施
主義が高くな?ていることが特徴的である。

「競輪・競馬」は，収入の少ないもの，生活の

中で，余暇よりも収入を指向する者κ多くなって

いる。

「碁・将棋Jは，上の 3つの活動とは質的K異
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な?て来る。この活動についていえることは，高

年令層，既婚，高収入，低支出と高年令層K多く

なされることであり， rゴルフJr日曜大工Jと

同じ傾向を示している。

(5) その他の余暇活動

趣味・教養的活動の実施率の高い者は，いずれ

も生活と余暇K関する意識において高い満足療を

示したが， r喫茶庖Jr飲酒JI'Cついては不満層

が高い実施率を示している。この 2活動は，支出

額が高い者に多くなされており.これが年令とい

う要因より比重が大きくなっている。

「訪隠Jは，未婚者，休日 K外出を多くし，収

入の低い者κ多く.活動性 f家庭的な束縛のない

こと)が大きな要因となっている。

「買物」は収入が多く，支出の少ない者，余暇

を「楽しみ・新しい経験Jとして過ごしている者

となる。

「マスコミ JI'Cついては，どの特性とも関連を

もたず，このことは現代社会の中で，新聞・ラジ

オ・テレビはもはや生活の中の一部として定着し

ており，どういった特性をもっ者にとってもその

重量芳文献

傾向があることを示している。

VI. ~とめ
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